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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フィルム基材の片面の上に粘着剤層を有する粘着フィルムであって、下記式（１）を満た
す壁紙用粘着フィルム。
－２６≦（Ｌ１－Ｌ２）≦４　・・・（１）
ここでＬ１は上記粘着フィルムの粘着剤層のＬ＊ａ＊ｂ＊座標における明度であり、
Ｌ２は上記粘着フィルムの実使用状態において正面となる面のＬ＊ａ＊ｂ＊座標における
明度である。
 
【請求項２】
下記式（１‐２）を満たす請求項１に記載の壁紙用粘着フィルム。
－２４≦（Ｌ１－Ｌ２）≦１　・・・（１‐２）
 
【請求項３】
上記粘着剤層を形成するための粘着剤が着色剤を含み、
ここで上記着色剤の４００メッシュパス分率が９０質量％以上である請求項１又は２に記
載の壁紙用粘着フィルム。
 
【請求項４】
上記粘着剤層を形成するための粘着剤が、



(2) JP 6938280 B2 2021.9.22

10

20

30

40

50

（Ａ）下記特性（ａ１）、及び（ａ２）を満たすアクリル系重合体 １００質量部；及び
、
（Ｂ）１分子中に２個以上のイソシアネート基を有する化合物　０．１～３質量部；
を含む請求項１～３の何れか１項に記載の壁紙用粘着フィルム。
（ａ１）酸価が１８～２７ｍｇＫＯＨ／ｇである。
（ａ２）質量平均分子量が５０～１００万である。
 
【請求項５】
上記粘着剤層の表面の温度５℃におけるタッキネスが１２～２５Ｎであり、温度３５℃に
おけるタッキネスが１２～２３Ｎである、請求項１～４の何れか１項に記載の壁紙用粘着
フィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、粘着フィルムに関する。更に詳しくは、壁紙用として好適な粘着フィルムに関
する。
 
【背景技術】
【０００２】
従来から、建築物の壁や天井の表面に、化粧、装飾された粘着フィルム（所謂、壁紙。）
を貼り、化粧、装飾することが行われている。壁紙を壁等に施工する際には、壁等の表面
と壁紙の粘着剤層の表面との間にエアや異物を噛み込んだりして膨れや皺などの外観不良
を発生させることなく、施工することが求められる。そのため作業性の観点からは、壁紙
を作業し易い大きさに分割して施工することが好ましい。また壁紙の製品幅は、通常は建
築物の壁や天井の幅よりも狭いため、壁紙同士をジョイントし突合せ状態にして貼り付け
るのが通常である。ところが、壁紙同士をジョイントし突合せ状態にした箇所が、施工が
完璧ではない；壁紙の基材フィルムが収縮した；などの何らかの原因により、施工直後か
ら又は施工後経時的に、壁紙と壁紙との継目が僅かに隙間の開いた状態（以下、この現象
を「メスキ」と呼ぶことがある。）になり、それが目立って、壁等の意匠性を損なうとい
う問題（以下、「メスキの問題」と呼ぶことがある。）があった。
 
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１０３７４１号公報
【特許文献２】特開２００９－０９６１０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明の課題は、仮にメスキが生じたとしても、それが目立たない粘着フィルムを提供す
ることにある。本発明の更なる課題は、粘着力、耐剥れ性、耐めくれ性、及び折曲施工性
に優れ、冬の寒い時期、及び夏の暑い時期の何れの時期においても良好な施工性を有し、
仮にメスキが生じたとしても、それが目立たない粘着フィルムを提供することにある。
 
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明者は、鋭意研究した結果、特定の粘着フィルムにより、上記課題を達成できること
を見出した。
【０００６】
すなわち、本発明は、フィルム基材の片面の上に粘着剤層を有する粘着フィルムであって
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、下記式（１）を満たす粘着フィルムである。
－２６≦（Ｌ１－Ｌ２）≦４　・・・（１）
ここでＬ１は上記粘着フィルムの粘着剤層のＬ＊ａ＊ｂ＊座標における明度であり、
Ｌ２は上記粘着フィルムの実使用状態において正面となる面のＬ＊ａ＊ｂ＊座標における
明度である。
【０００７】
第２の発明は、上記粘着剤層を形成するための粘着剤が、
（Ａ）下記特性（ａ１）、及び（ａ２）を満たすアクリル系重合体 １００質量部；及び
、
（Ｂ）１分子中に２個以上のイソシアネート基を有する化合物　０．１～３質量部；
を含む第１の発明に記載の粘着フィルムである。
（ａ１）酸価が１８～２７ｍｇＫＯＨ／ｇである。
（ａ２）質量平均分子量が５０～１００万である。
【０００８】
第３の発明は、上記粘着剤層の表面の温度５℃におけるタッキネスが１２～２５Ｎであり
、温度３５℃におけるタッキネスが１２～２３Ｎである、第１の発明又は第２の発明に記
載の粘着フィルムである。
【０００９】
第４の発明は、壁紙用である第１～３の発明の何れか１に記載の粘着フィルムである。
 
【発明の効果】
【００１０】
本発明の粘着フィルムは仮にメスキが生じたとしても、それが目立たない。本発明の好ま
しい粘着フィルムは、粘着力、耐剥れ性、耐めくれ性、及び折曲施工性に優れ、冬の寒い
時期、及び夏の暑い時期の何れの時期においても良好な施工性を有し、仮にメスキが生じ
たとしても、それが目立たない。そのため建築物の壁や天井を化粧、装飾するための所謂
壁紙として好適に用いることができる。
 
【発明を実施するための形態】
【００１１】
本明細書において「フィルム」の用語は、「シート」と相互交換的に又は相互置換可能に
使用する。「樹脂」の用語は、２以上の樹脂を含む樹脂混合物や、樹脂以外の成分を含む
樹脂組成物をも含む用語として使用する。また本明細書において、ある層と他の層とを順
に積層することは、それらの層を直接積層すること、及び、それらの層の間にアンカーコ
ートなどの別の層を１層以上介在させて積層することの両方を含む。数値範囲に係る「以
上」の用語は、ある数値又はある数値超の意味で使用する。例えば、２０％以上は、２０
％又は２０％超を意味する。数値範囲に係る「以下」の用語は、ある数値又はある数値未
満の意味で使用する。例えば、２０％以下は、２０％又は２０％未満を意味する。更に数
値範囲に係る「～」の記号は、ある数値、ある数値超かつ他のある数値未満、又は他のあ
る数値の意味で使用する。ここで、他のある数値は、ある数値よりも大きい数値とする。
例えば、１０～９０％は、１０％、１０％超かつ９０％未満、又は９０％を意味する。「
フィルム」の用語は、シートをも含む用語として使用する。実施例以外において、又は別
段に指定されていない限り、本明細書及び特許請求の範囲において使用されるすべての数
値は、「約」という用語により修飾されるものとして理解されるべきである。特許請求の
範囲に対する均等論の適用を制限しようとすることなく、各数値は、有効数字に照らして
、及び通常の丸め手法を適用することにより解釈されるべきである。
【００１２】
本発明の粘着フィルムは、フィルム基材の片面の上に粘着剤層を有する粘着フィルムであ
って、下記式（１）を満たす。
－２６≦（Ｌ１－Ｌ２）≦４　・・・（１）
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ここでＬ１は上記粘着フィルムの粘着剤層のＬ＊ａ＊ｂ＊座標における明度であり、Ｌ２
は上記粘着フィルムの実使用状態において正面となる面のＬ＊ａ＊ｂ＊座標における明度
である。
【００１３】
本発明の粘着フィルムは、上記式（１）を満たすことにより、仮にメスキが生じたとして
も、それが目立たなくなる。上記（Ｌ１－Ｌ２）の値は、仮にメスキが生じたとしても、
それが目立たなくなるようにする観点から、通常－２６以上、好ましくは－２５以上、よ
り好ましくは－２４以上である。また通常４以下、好ましくは３以下、より好ましくは２
以下、更に好ましくは１以下である。
【００１４】
仮にメスキが生じたとしても、それが目立たなくなるようにするためには、上記式（１）
を満たせばよいというのは真に驚くべきことである。図１は、実施例のデータについて、
横軸に粘着剤層のＬ＊ａ＊ｂ＊座標から算出した彩度（Ｃ１）と上記粘着フィルムの実使
用状態において正面となる面のＬ＊ａ＊ｂ＊座標から算出した彩度（Ｃ２）との差（Ｃ１
－Ｃ２）の値を、縦軸に上記（Ｌ１－Ｌ２）の値をとり、下記実施例の試験（イ）メスキ
（メスキの目立たなさ）が○評価のものは○プロット、△評価のものは△プロット、×評
価のものは□プロットしたものである。図１からは、メスキの目立たなさは彩度の差とは
何ら関係なく、上記（Ｌ１－Ｌ２）の値により一義的に決まることを直感的に読み取るこ
とができるであろう。
【００１５】
本明細書において「実使用状態」とは、本発明の粘着フィルムが建築物の壁や天井を化粧
、装飾するため、壁や天井に施工された状態をいう。粘着フィルムの実使用状態において
正面となる面は、施工された状態において、通常、視認される面となる。
【００１６】
本明細書において、上記粘着フィルムの粘着剤層のＬ＊ａ＊ｂ＊座標は、ＪＩＳ　Ｚ８７
２２：２００９に従い、コニカミノルタジャパン株式会社の分光測色計「ＣＭ６００ｄ（
商品名）」を使用し、幾何条件ｃ、鏡面反射となる成分を含む条件で、ＸＹＺ座標を測定
し、これをＬ＊ａ＊ｂ＊座標に換算することにより算出した。
【００１７】
本明細書において、上記粘着フィルムの実使用状態において正面となる面のＬ＊ａ＊ｂ＊
座標は、ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９に従い、コニカミノルタジャパン株式会社の分光
測色計「ＣＭ６００ｄ（商品名）」を使用し、幾何条件ｃ、鏡面反射となる成分を含む条
件で、ＸＹＺ座標を測定し、これをＬ＊ａ＊ｂ＊座標に換算することにより算出した。
【００１８】
Ｌ＊ａ＊ｂ＊座標については、コニカミノルタジャパン株式会社のホームページ（下記ア
ドレス）などを参照することができる。
http://www.konicaminolta.jp/instruments/knowledge/color/part1/07.html
【００１９】
なお上記粘着フィルムの実使用状態において正面となる面の色が一様ではない場合、例え
ば、模様が印刷された面である場合には、測定面の模様を一様化したとしたときのＬ＊ａ
＊ｂ＊座標をもって、上記粘着フィルムの実使用状態において正面となる面のＬ＊ａ＊ｂ
＊座標とする。
【００２０】
例えば、上記模様が青色地に赤色円のパッチワークであり、上記青色地の面積の割合が７
０％、上記赤色円の面積の割合が３０％である場合には、上記青色地のＬ＊ａ＊ｂ＊座標
、及び上記赤色円のＬ＊ａ＊ｂ＊座標を測定し、それぞれの面積割合を考慮してＬ＊ａ＊
ｂ＊座標の平均値を算出すればよい。
【００２１】
例えば、上記模様がグラデーションである場合には、上記粘着フィルムから、グラデーシ
ョンの周期性を十分に考慮した大きさのサンプルを切り出し、これを多数の同じ形の測定
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片に分割し（通常２０枚以上、好ましくは５０枚以上）、各測定片について無作為に決定
した１箇所のＬ＊ａ＊ｂ＊座標を測定して、平均値を算出すればよい。例えば、グラデー
ション模様がグラビアロールを用いて施されている場合には、上記サンプルのマシン方向
の長さはグラビアロール１周分であることが好ましい。
【００２２】
１．粘着剤：
本発明の粘着フィルムの粘着剤層は、メスキを目立たなくする観点から、粘着フィルムの
実使用状態において正面となり、通常視認される面の色（Ｌ＊ａ＊ｂ＊座標）に対応する
所定の色（Ｌ＊ａ＊ｂ＊座標）を有している。
【００２３】
本発明の粘着フィルムの粘着剤層に用いる粘着剤としては、所定の色を有すること以外は
制限されず、任意の粘着剤を用いることができる。
【００２４】
上記粘着剤としては、例えば、アクリル系粘着剤、ウレタン系粘着剤、ポリエステル系粘
着剤、酢酸ビニル系粘着剤、ゴム系粘着剤、及びシリコーン系粘着剤などをあげることが
できる。これらの中で、上記粘着剤としてはアクリル系粘着剤が好ましい。上記粘着剤と
しては、これらの１種又は２種以上の混合物を用いることができる。
【００２５】
上記粘着剤としては、冬の寒い時期、及び夏の暑い時期の何れの時期においても良好な施
工性を付与する観点から、（Ａ）下記特性（ａ１）及び（ａ２）を満たすアクリル系重合
体と（Ｂ）１分子中に２個以上のイソシアネート基を有する化合物との混合物がより好ま
しい。
（ａ１）酸価が１８～２７ｍｇＫＯＨ／ｇである。
（ａ２）質量平均分子量が５０～１００万である。
【００２６】
上記成分（Ａ）はアクリル系重合体である。上記成分（Ａ）は粘着剤の主剤として、粘着
性を発現するとともに、上記成分（Ｂ）、及びその他の任意成分を包含する働きをする。
【００２７】
上記成分（Ａ）の酸価は、冬の寒い時期の施行性を良好にする観点から、通常２７ｍｇＫ
ＯＨ／ｇ以下、好ましくは２６ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、より好ましくは２５ｍｇＫＯＨ／ｇ
以下であってよい。一方、初期粘着力、剥れの防止、めくれの防止、及びメスキの発生の
防止の観点から、通常１８ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、好ましくは２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、よ
り好ましくは２２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上であってよい。
【００２８】
本明細書において酸価は、試料１ｇ中に含有する遊離脂肪酸、樹脂酸などを中和するのに
必要とする水酸化カリウムのｍｇ数であり、ＪＩＳ Ｋ００７０－１９９２の３．１中和
滴定法に従い測定した値である。
【００２９】
上記成分（Ａ）の質量平均分子量は、粘着剤に適度な硬度を付与し、剥れ、めくれ、及び
メスキの発生を防止する観点から、通常５０万以上、好ましくは５５万以上であってよい
。一方、塗工性の観点から、通常１００万以下、好ましくは８０万以下であってよい。
【００３０】
本明細書において質量平均分子量は、ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）を使用して
求めた。ＧＰＣ測定は、昭和電工株式会社の高速液体クロマトグラフィシステム「ＳＨＯ
ＤＥＸ　ＧＰＣ－１０１（商品名）」、ポリスチレンカラム（排除限界が４×１０８のカ
ラムと１×１０４のカラムを各１本連結して使用。）を使用し、測定温度４０℃、流速 
１ｍＬ／分、移動相 高速液体クロマトグラフィー用のテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、
及び試料濃度１ｍｇ／ｍＬの条件で行った。分子量の較正曲線は標準ポリスチレンを使用
して作成した。なおＧＰＣの理論及び測定の実際については、共立出版株式会社の「サイ
ズ排除クロマトグラフィー　高分子の高速液体クロマトグラフィー、著者：森定雄、初版
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第１刷１９９１年１２月１０日」などの参考書を参照することができる。
【００３１】
上記成分（Ａ）のガラス転移温度は、低温施工時の作業性を良好にする観点から、上記成
分（Ｂ）の種類や配合量にもよるが、好ましくは－５０℃以下、より好ましくは－５５℃
以下であってよい。一方、高温時に粘着力を保持し、剥れ、めくれ、及びメスキの発生を
防止する観点から、好ましくは－７０℃以上、より好ましくは－６０℃以上であってよい
。
【００３２】
本明細書において上記成分（Ａ）のガラス転移温度は、常法によって求められる計算値、
即ち下記式（Ｆｏｘの式）から求めた値である。
１／（Ｔｇ＋２７３）＝Ｗ１／（Ｔｇ１＋２７３）＋Ｗ２／（Ｔｇ２＋２７３）＋Ｗ３／
（Ｔｇ３＋２７３）＋・・・＋Ｗｎ／（Ｔｇｎ＋２７３）
式中、Ｔｇは、ｎ種の単量体からなる重合体のガラス転移温度（℃）であり、Ｗ１、Ｗ２

、Ｗ３・・・Ｗｎは、単量体組成物中の各単量体の質量％であり、Ｔｇ１、Ｔｇ２、Ｔｇ

３・・・Ｔｇｎは、各単量体のホモポリマーのガラス転移温度（℃）である。各ホモポリ
マーのＴｇは、例えば、ポリマーハンドブックなどに記載されている数値を使用すること
ができる。
【００３３】
上記成分（Ａ）としては、上記特性（ａ１）、及び（ａ２）を満たすこと以外は制限され
ず、好ましくは更にガラス転移温度が－７０～－５０℃であること以外は制限されず、任
意のアクリル系重合体を用いることができる。上記アクリル系重合体としては、例えば、
（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、
（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸ペンチル、（メタ）アクリル酸ヘキシル
、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ
）アクリル酸イソオクチル、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）アクリル酸ドデシル、
（メタ）アクリル酸ミリスチル、（メタ）アクリル酸パルミチル、及び（メタ）アクリル
酸ステアリルなどの（メタ）アクリル酸エステルモノマー；アクリル酸、メタクリル酸、
イタコン酸、及びβ－カルボキシエチル（メタ）アクリレートなどのカルボキシル基含有
モノマー；（メタ）アクリル酸グリシジル、及び４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレ
ートグリシジルエーテルなどのエポキシ基含有モノマー；（メタ）アクリル酸２－ヒドロ
キシエチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸３－ヒド
ロキシプロピル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシブチル、（メタ）アクリル酸３－ヒ
ドロキシブチル、及び（メタ）アクリル酸４－ヒドロキシブチルなどの水酸基含有（メタ
）アクリル酸エステルモノマー；などの１種又は２種以上の混合物をモノマーとする重合
体又は共重合体をあげることができる。なお（メタ）アクリル酸とは、アクリル酸又はメ
タクリル酸の意味である。（メタ）アクリレートとは、アクリレート又はメタクリレート
の意味である。上記成分（Ａ）としては、これらの１種又は２種以上の混合物を用いるこ
とができる。
【００３４】
上記成分（Ｂ）は、１分子中に２個以上のイソシアネート基（－Ｎ＝Ｃ＝Ｏ）を有する化
合物である。上記成分（Ｂ）は粘着剤に適度な硬度が付与し、剥れ、めくれ、及びメスキ
の発生を防止する働きをする。
【００３５】
上記１分子中に２個以上のイソシアネート基を有する化合物としては、例えば、メチレン
ビス－４－シクロヘキシルイソシアネート；トリレンジイソシアネートのトリメチロール
プロパンアダクト体、ヘキサメチレンジイソシアネートのトリメチロールプロパンアダク
ト体、イソホロンジイソシアネートのトリメチロールプロパンアダクト体、トリレンジイ
ソシアネートのイソシアヌレート体、ヘキサメチレンジイソシアネートのイソシアヌレー
ト体、イソホロンジイソシアネートのイソシアヌレート体、ヘキサメチレンジイソシアネ
ートのビウレット体等のポリイソシアネート；及び、上記ポリイソシアネートのブロック
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型イソシアネート等のウレタン架橋剤などをあげることができる。上記１分子中に２個以
上のイソシアネート基を有する化合物としては、これらの１種又は２種以上の混合物を用
いることができる。また、架橋の際には、必要に応じてジブチルスズジラウレート、ジブ
チルスズジエチルヘキソエートなどの触媒を添加してもよい。
【００３６】
上記成分（Ｂ）の配合量は、上記成分（Ａ）１００質量部に対して、粘着剤に適度な硬度
を付与し、剥れ、めくれ、及びメスキの発生を防止する観点から、通常０．１質量部以上
、好ましくは０．５質量部以上、より好ましくは１．０質量部以上であってよい。一方、
低温時の粘着力を保持する観点から、通常３質量部以下、好ましくは２質量部以下、より
好ましくは１．６質量部以下であってよい。
【００３７】
本発明の粘着フィルムの粘着剤層に用いる粘着剤に所定の色を付与するためには、通常、
着色剤が用いられる。また難燃剤等を、通常の目的で用いる（難燃剤の場合は難燃性、不
燃性。）と同時に、所定の色を付与する目的で用いてもよい。
【００３８】
上記着色剤としては、特に制限されず、任意の着色剤を用いることができる。上記着色剤
としては、例えば、有機系着色剤；ＣＩ Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｌｕｅ２８、ＣＩ Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ Ｂｌｕｅ３６、ＣＩ Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｒｏｗｎ２４、ＣＩ Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｙ
ｅｌｌｏｗ５３、ＣＩ Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ１７、ＣＩ Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａ
ｃｋ２８、ＣＩ Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ２６、ＣＩ Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ５
０、及びＣＩ Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ２６などの無機複合酸化物系着色剤；二酸化チ
タン、ベンガラ（酸化第二鉄）、銅・クロム合金、鉄・クロム・錫・チタン合金、ニッケ
ル・アンチモン・チタン合金、クロム・アンチモン・チタン合金、及びカーボンブラック
などの無機系着色剤；などをあげることができる。
【００３９】
上記着色剤としては、意匠性の観点から、分散性の良いものが好ましい。本明細書におい
て、分散性の良い着色剤とは、下記の方法で測定した４００メッシュパス分率が通常９０
質量％以上、好ましくは９５質量％以上、より好ましくは９８質量％以上、更に好ましく
は９９質量％以上の着色剤を意味する。
【００４０】
本明細書において、着色剤の４００メッシュパス分率は以下の方法で測定した値である。
１リットル容のビーカーに着色剤１０ｇを入れ、メチルエチルケトン２００ミリリットル
を注ぎ、攪拌機（例えば、特殊機化工業株式会社の卓上攪拌機「Ｔ．Ｋホモジェッターｆ
モデル（商品名）」などを使用することができる。）を使用し、攪拌速度５００ｒｐｍの
条件で１０分間攪拌した後、直ちに４００メッシュの金網を用いて着色剤のメチルエチル
ケトン懸濁液を濾過した。次式から上記４００メッシュパス分率を算出した。
（Ｗ０－Ｗ１）／Ｗ０ ×１００　（質量％）
ここで、Ｗ０はビーカーに投入した着色剤の量、Ｗ１は金網を通過できずに金網の上に残
った着色剤の量である。
【００４１】
本発明の粘着フィルムの粘着剤層に用いる粘着剤には、本発明の目的に反しない限度にお
いて、任意成分を、所望に応じて、更に含ませることができる。上記任意成分としては、
例えば、難燃剤、光重合開始剤、帯電防止剤、界面活性剤、レベリング剤、チクソ性付与
剤、汚染防止剤、印刷性改良剤、酸化防止剤、耐候性安定剤、耐光性安定剤、紫外線吸収
剤、熱安定剤、及びフィラーなどの添加剤をあげることができる。上記任意成分の配合量
は、特に制限されないが、上記成分（Ａ）を１００質量部として、通常０．０１～１００
質量部程度であってよい。
【００４２】
本発明の粘着フィルムの粘着剤層に用いる粘着剤は、これらの成分を混合、攪拌すること
により得ることができる。
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【００４３】
本発明の粘着フィルムの粘着剤層に用いる粘着剤の最も低い温度側のｔａｎδのピークト
ップ値は、冬の寒い時期の施行性を良好にする観点から、好ましくは－５℃以下、より好
ましくは－１０℃以下であってよい。一方、高温時に粘着力を保持し、剥れ、めくれ、及
びメスキの発生を防止する観点から、好ましくは－２０℃以上、より好ましくは－１５℃
以上であってよい。
【００４４】
本明細書において、粘着剤の最も低い温度側のｔａｎδのピークトップ値は、セイコーイ
ンスツル株式会社の動的粘弾性測定装置「ＥＸＳＴＡＲ ６１００ＤＭＳ（商品名）」を
使用し、１ｍｍ厚シートから打抜いて得た直径５ｍｍ、厚さ１ｍｍの円盤状サンプルをず
りチャックの先端の両側に各１枚添えて、ずりクランプベースによりセットし、温度－４
５℃で１０分間保持した後、昇温速度３℃／分、周波数０．１Ｈｚの条件で、温度１００
℃まで昇温して得た温度‐ｔａｎδ曲線における最も低い温度側に現れるピークのピーク
トップ温度である。ここで上記１ｍｍ厚シートは、粘着フィルムから粘着剤を掻き採り、
掻き採った粘着剤１００質量部に対して、溶剤（酢酸エチルと酢酸ブチルの２：１（体積
比）混合溶剤）１５０質量部を加えて良く溶解させた後、乾燥後の厚みが１ｍｍになるよ
うに、平型に流し込み、静置して、室温（２３℃）で２４時間乾燥し、更に温度３０℃で
８時間真空乾燥して作成した。
【００４５】
上記粘着剤を用いて、本発明の粘着フィルムの粘着剤層を形成する方法は、特に制限され
ず、公知のウェブ塗布方法を使用することができる。上記方法としては、例えば、ロール
コート、グラビアコート、リバースコート、ロールブラッシュ、スプレーコート、エアナ
イフコート、及びダイコートなどの方法をあげることができる。上記粘着剤層は、上記フ
ィルム基材の粘着剤層形成面の上に直接形成してもよく、剥離紙の易剥離面の上に形成し
、これを上記フィルム基材の粘着剤層形成面の上に転写してもよい。
【００４６】
本発明の粘着フィルムの粘着剤層の厚み（後述のエア抜け溝を設ける態様にあっては、溝
以外の部分における厚み。）は、特に制限されないが、施工時の作業性の観点から、通常
１０μｍ以上、好ましくは３０μｍ以上、より好ましくは４０μｍ以上であってよい。一
方、貼着面にエア抜け溝を設ける態様における外観不良防止と初期粘着力との特性バラン
スの観点から、通常７５μｍ以下、好ましくは５５μｍ以下、より好ましくは５０μｍ以
下であってよい。
【００４７】
本発明の粘着フィルムの粘着剤層の表面の温度５℃におけるタッキネスは、冬の寒い時期
の施行性を良好にする観点、特に冬の寒い時期に施工すると、施工直後は良好に施工され
ているように見えるにも係わらず、施工後に室内の温度が上昇したり、窓から差し込んだ
日射を受けたりすると膨れが発生するという問題（以下、「低温施工時の経時膨れの問題
」と略すことがある。）を抑制、防止する観点から、好ましくは１２Ｎ以上、より好まし
くは１３Ｎ以上、更に好ましくは１５Ｎ以上、最も好ましくは１７Ｎ以上であってよい。
一方、冬の寒い時期の施行性と高温時のべとつき抑制とのバランスの観点から、好ましく
は２５Ｎ以下、より好ましくは２３Ｎ以下であってよい。
【００４８】
本発明の粘着フィルムの粘着剤層の表面の温度３５℃におけるタッキネスは、施工作業性
の観点から、好ましくは１２Ｎ以上、より好ましくは１５Ｎ以上であってよい。一方、高
温時のべとつきを抑制する観点から、好ましくは２３Ｎ以下、より好ましくは２０Ｎ以下
であってよい。
【００４９】
本明細書において、温度５℃におけるタッキネスは、温度５℃、相対湿度５０％の環境で
２４時間以上状態調節をした後、同環境下において、株式会社東洋精機製作所のタッキネ
スチェッカ（型式ＨＴＣ－１）を使用し、接触子の種類はフラット面圧子（型式ＡＬ－Ｍ
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１）、接触子圧着力５Ｎ、圧着時間３秒、及び繰返し試験数５回の条件で測定した値であ
る。温度３５℃におけるタッキネスは、温度３５℃、相対湿度５０％の環境で２４時間以
上状態調節をした後、同環境下において、温度５℃におけるタッキネスと同様にして測定
した値である。なお後述のエア抜け溝を設ける態様にあっては、溝の存在を考慮せずに測
定した値をそのまま使用する。
【００５０】
本発明の粘着フィルムの粘着剤層の表面（壁などとの貼着面）に、エア抜け溝を設けるこ
とは好ましい。膨れや皺などの外観不良であって、施行後、直ちに分かるようなものは、
上記エア抜け溝を設けることにより防止ないし抑制することができる。上記エア抜け溝の
形状、及び上記エア抜け溝を設ける方法は、例えば、特開２００６－０７０２７３号公報
、特表２００２－５４４３６４号公報、及び国際公開２００５／１００４９９号などに記
載されている公知の形状、及び方法であってよい。
【００５１】
２．フィルム基材：
上記フィルム基材は、本発明の粘着フィルムの基材となる層である。
【００５２】
上記フィルム基材としては、例えば、芳香族ポリエステル、脂肪族ポリエステルなどのポ
リエステル系樹脂；アクリル系樹脂；ポリカーボネート系樹脂；ポリ（メタ）アクリルイ
ミド系樹脂；ポリエチレン、ポリプロピレン、及びポリメチルペンテンなどのポリオレフ
ィン系樹脂；セロファン、トリアセチルセルロース、ジアセチルセルロース、及びアセチ
ルセルロースブチレートなどのセルロース系樹脂；ポリスチレン、アクリロニトリル・ブ
タジエン・スチレン共重合樹脂（ＡＢＳ樹脂）、スチレン・エチレン・プロピレン・スチ
レン共重合体、スチレン・エチレン・エチレン・プロピレン・スチレン共重合体、及びス
チレン・エチレン・ブタジエン・スチレン共重合体などのスチレン系樹脂；ポリ塩化ビニ
ル系樹脂；ポリ塩化ビニリデン系樹脂；ポリフッ化ビニリデンなどの含弗素系樹脂；その
他、ポリビニルアルコール、エチレンビニルアルコール、ポリエーテルエーテルケトン、
ナイロン、ポリアミド、ポリイミド、ポリウレタン、ポリエーテルイミド、ポリスルフォ
ン、ポリエーテルスルフォン；などの樹脂フィルムをあげることができる。これらのフィ
ルムは、無延伸フィルム、一軸延伸フィルム、二軸延伸フィルムを包含する。またこれら
の１種以上を２層以上積層した積層フィルムを包含する。
【００５３】
これらの中で上記フィルム基材としては、冬の寒い時期、及び夏の暑い時期の何れの時期
においても良好な施工性を付与する観点から、ポリ塩化ビニル系樹脂フィルムが好ましい
。
【００５４】
上記ポリ塩化ビニル系樹脂フィルムの材料として用いるポリ塩化ビニル系樹脂としては、
例えば、ポリ塩化ビニル（塩化ビニル単独重合体）；塩化ビニル・酢酸ビニル共重合体、
塩化ビニル・（メタ）アクリル酸共重合体、塩化ビニル・（メタ）アクリル酸メチル共重
合体、塩化ビニル・（メタ）アクリル酸エチル共重合体、塩化ビニル・マレイン酸エステ
ル共重合体、塩化ビニル・エチレン共重合体、塩化ビニル・プロピレン共重合体、塩化ビ
ニル・スチレン共重合体、塩化ビニル・イソブチレン共重合体、塩化ビニル・塩化ビニリ
デン共重合体、塩化ビニル・スチレン・無水マレイン酸三元共重合体、塩化ビニル・スチ
レン・アクリロニトリル三元共重合体、塩化ビニル・ブタジエン共重合体、塩化ビニル・
イソプレン共重合体、塩化ビニル・塩素化プロピレン共重合体、塩化ビニル・塩化ビニリ
デン・酢酸ビニル三元共重合体、塩化ビニル・アクリロニトリル共重合体、塩化ビニル・
各種ビニルエーテル共重合体等の塩化ビニルと塩化ビニルと共重合可能な他のモノマーと
の塩化ビニル系共重合体；後塩素化ビニル共重合体等のポリ塩化ビニルや塩化ビニル系共
重合体を改質（塩素化等）したもの；などをあげることができる。更には塩素化ポリエチ
レン等の、化学構造がポリ塩化ビニルと類似する塩素化ポリオレフィンを用いてもよい。
上記ポリ塩化ビニル系樹脂としては、これらの１種又は２種以上の混合物を用いることが
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できる。
【００５５】
上記ポリ塩化ビニル系樹脂には、ポリ塩化ビニル系樹脂組成物に通常使用される他の樹脂
を、更に含ませることができる。他の樹脂の配合割合は、本発明の目的に反しない限り特
に制限されないが、上記ポリ塩化ビニル系樹脂と他の樹脂の合計を１００質量％として、
通常０～４０質量％、好ましくは０～３０質量％、より好ましくは５～２５質量％であっ
てよい。
【００５６】
上記他の樹脂としては、例えば、エチレン・酢酸ビニル共重合体；エチレン・（メタ）ア
クリル酸共重合体、エチレン・（メタ）アクリル酸メチル共重合体；エチレン・（メタ）
アクリル酸エチル共重合体；メタクリル酸エステル・スチレン／ブタジエンゴムグラフト
共重合体、アクリロニトリル・スチレン／ブタジエンゴムグラフト共重合体、アクリロニ
トリル・スチレン／エチレン・プロピレンゴムグラフト共重合体、アクリロニトリル・ス
チレン／アクリル酸エステルグラフト共重合体、メタクリル酸エステル／アクリル酸エス
テルゴムグラフト共重合体、メタクリル酸エステル・アクリロニトリル／アクリル酸エス
テルゴムグラフト共重合体等のコアシェルゴム；などをあげることができる。他の樹脂と
しては、これらの１種又は２種以上の混合物を用いることができる。
【００５７】
また上記ポリ塩化ビニル系樹脂には、ポリ塩化ビニル系樹脂組成物に通常使用される可塑
剤を、更に含ませることができる。上記可塑剤の配合量は、上記ポリ塩化ビニル系樹脂と
上記他の樹脂との合計を１００質量部として、通常１００質量部以下、好ましくは１０～
３０質量部、より好ましくは１５～２５質量部であってよい。
【００５８】
上記可塑剤としては、例えば、フタル酸エステル系可塑剤、トリメリット酸エステル系可
塑剤、ピロメリット酸エステル系可塑剤、アジピン酸エステル系可塑剤、イタコン酸エス
テル系可塑剤、クエン酸エステル系可塑剤、シクロヘキサンジカルボキシレート系可塑剤
、及びエポキシ系可塑剤などをあげることができる。
【００５９】
上記可塑剤としては、例えば、多価アルコールとして、エチレングリコール、ジエチレン
グリコール、トリエチレングリコール、１，２－プロピレングリコール、１，３－プロピ
レングリコール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－へキサン
ジオール、１，６－へキサンジオール、ネオペンチルグリコールなどを用い、多価カルボ
ン酸として、シュウ酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、トリメリット酸
、ピメリン酸、スベリン酸、マレイン酸、アゼライン酸、セバシン酸、フマル酸、フタル
酸、イソフタル酸、テレフタル酸などを用い、必要により一価アルコール、モノカルボン
酸をストッパーに使用したポリエステル系可塑剤をあげることができる。
【００６０】
上記フタル酸エステル系可塑剤としては、例えば、フタル酸ジブチル、フタル酸ブチルヘ
キシル、フタル酸ジヘプチル、フタル酸ジ（２－エチルヘキシル）、フタル酸ジイソノニ
ル、フタル酸ジイソデシル、フタル酸ジウンデシル、フタル酸ジトリデシル、フタル酸ジ
ラウリル、フタル酸ジシクロヘキシル、及びテレフタル酸ジオクチルなどをあげることが
できる。
【００６１】
上記トリメリット酸エステル系可塑剤としては、例えば、トリ（２－エチルヘキシル）ト
リメリテート、トリ（ｎ－オクチル）トリメリテート、及びトリ（イソノニル）トリメリ
テートなどをあげることができる。
【００６２】
上記アジピン酸エステル系可塑剤としては、例えば、アジピン酸ビス（２－エチルヘキシ
ル）、アジピン酸ジオクチル、アジピン酸ジイソノニル、及びアジピン酸ジイソデシルな
どをあげることができる。
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【００６３】
上記エポキシ系可塑剤としては、エポキシ化大豆油、エポキシ化アマニ油、エポキシ化脂
肪酸オクチルエステル、及びエポキシ化脂肪酸アルキルエステルなどをあげることができ
る。
【００６４】
上記可塑剤としては、その他、トリメリット酸系可塑剤、テトラヒドロフタル酸ジエステ
ル系可塑剤、グリセリンエステル系可塑剤、エポキシヘキサヒドロフタル酸ジエステル系
可塑剤、イソソルバイドジエステル系可塑剤、ホスフェート系可塑剤系、アゼライン酸系
可塑剤、セバシン酸系可塑剤、ステアリン酸系可塑剤、クエン酸系可塑剤、ピロメリット
酸系可塑剤、ビフェニルテトラカルボン酸エステル系可塑剤、及び塩素系可塑剤などをあ
げることができる。
【００６５】
上記可塑剤としては、これらの１種又は２種以上の混合物を用いることができる。
【００６６】
また上記ポリ塩化ビニル系樹脂には、ポリ塩化ビニル系樹脂組成物に通常使用される物質
を、本発明の目的に反しない限度において、更に含ませることができる。含む得る任意成
分としては、顔料、無機フィラー、有機フィラー、樹脂フィラー；滑剤、酸化防止剤、耐
候性安定剤、熱安定剤、核剤、離型剤、帯電防止剤、尿素－ホルムアルデヒドワックス、
及び、界面活性剤等の添加剤；などをあげることができる。これらの任意成分の配合量は
、ポリ塩化ビニル系樹脂と上記他の樹脂との合計を１００質量部としたとき、通常０．０
１～５０質量部程度である。
【００６７】
上記ポリ塩化ビニル系樹脂を用いて上記ポリ塩化ビニル系樹脂フィルムを得る方法は、特
に制限されない。上記方法としては、例えば、カレンダーロール圧延加工機と引巻取機を
備える装置を使用する方法、及び押出機、Ｔダイ、及び引巻取機を備える装置を使用する
方法などをあげることができる。
【００６８】
上記カレンダーロール圧延加工機としては、例えば、直立型３本ロール、直立型４本ロー
ル、Ｌ型４本ロール、逆Ｌ型４本ロール、及びＺ型ロールなどをあげることができる。
【００６９】
上記押出機としては、例えば単軸押出機、同方向回転二軸押出機、及び、異方向回転二軸
押出機などをあげることができる。
【００７０】
上記Ｔダイとしては、例えば、マニホールドダイ、フィッシュテールダイ、及び、コート
ハンガーダイなどをあげることができる。
【００７１】
上記ポリ塩化ビニル系樹脂フィルムの厚みは、特に制限されないが、ハンドリング性の観
点から、通常２０μｍ以上、好ましくは５０μｍ以上、より好ましくは８０μｍ以上であ
ってよい。一方、施工時の作業性の観点から、通常４００μｍ以下、好ましくは３００μ
ｍ以下、より好ましくは２５０μｍ以下であってよい。
【００７２】
上記フィルム基材の実使用状態において正面となる面の上には、所望により、意匠感を高
めるため、印刷層を設けてもよい。上記印刷層は、高い意匠性を付与するために設けるも
のであり、任意の模様を任意のインキと任意の印刷機を使用して印刷することにより形成
することができる。
【００７３】
印刷は、直接又はアンカーコートを介して、上記フィルム基材の実使用状態において正面
となる面の上に、全面的に又は部分的に、施すことができる。模様としては、ヘアライン
等の金属調模様、木目模様、大理石等の岩石の表面を模した石目模様、布目や布状の模様
を模した布地模様、タイル貼模様、煉瓦積模様、寄木模様、及びパッチワークなどをあげ



(12) JP 6938280 B2 2021.9.22

10

20

30

40

50

ることができる。印刷インキとしては、バインダーに顔料、溶剤、安定剤、可塑剤、触媒
、及び硬化剤等を適宜混合したものを使用することができる。上記バインダーとしては、
例えば、ポリウレタン系樹脂、塩化ビニル・酢酸ビニル系共重合体樹脂、塩化ビニル・酢
酸ビニル・アクリル系共重合体樹脂、塩素化ポリプロピレン系樹脂、アクリル系樹脂、ポ
リエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ブチラール系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ニトロ
セルロース系樹脂、及び酢酸セルロース系樹脂などの樹脂、及びこれらの樹脂組成物を使
用することができる。また金属調の意匠を施すため、アルミニウム、錫、チタン、インジ
ウム及びこれらの酸化物などを、上記フィルム基材の実使用状態において正面となる面の
上に、全面的に又は部分的に、公知の方法により蒸着してもよい。
【００７４】
上記印刷層の面の上に、上記印刷層を保護するため、更に保護塗膜層を設けてもよい。
【００７５】
上記保護塗膜層の形成用塗料としては、例えば、ウレタン系樹脂、ポリエステル系樹脂、
アクリル系樹脂、酢酸ビニル系樹脂、塩化ビニル系樹脂、シリコーン系樹脂、及び弗素系
樹脂などを主剤とする塗料をあげることができる。これらの中で、ウレタン系樹脂、ポリ
エステル系樹脂、及びアクリル系樹脂を主剤とする塗料が好ましい。上記保護塗膜層の形
成用塗料としては、これらの１種又は２種以上の混合物を主剤とするものを用いることが
できる。
【００７６】
上記保護塗膜層の形成用塗料には、所望に応じて、１－メトキシ－２－プロパノール、酢
酸エチル、酢酸ｎ
ブチル、トルエン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、ダイアセトンアルコ
ール、及びアセトンなどの有機溶剤を用いることができる。
【００７７】
上記保護塗膜層の形成用塗料には、所望に応じて、帯電防止剤、界面活性剤、レベリング
剤、チクソ性付与剤、汚染防止剤、印刷性改良剤、酸化防止剤、耐候性安定剤、耐光性安
定剤、紫外線吸収剤、熱安定剤、着色剤、フィラーなどの添加剤を１種、又は２種以上含
ませてもよい。
【００７８】
上記保護塗膜層の形成用塗料は、これらの成分を混合、攪拌することにより得られる
【００７９】
上記保護塗膜層の形成用塗料を用いて上記保護塗膜を形成する方法は特に制限されず、公
知のウェブ塗布方法を使用することができる。上記方法としては、例えば、ロールコート
、グラビアコート、リバースコート、ロールブラッシュ、スプレーコート、エアナイフコ
ート及びダイコートなどの方法をあげることができる。
【００８０】
上記保護塗膜層の厚みは、特に制限されないが、保護機能の観点から、好ましくは１μｍ
以上、より好ましくは５μｍ以上、更に好ましくは１０μｍ以上であってよい。一方、ウ
ェブのハンドリング性や塗膜形成時の作業性の観点から、上記保護塗膜層の厚みは、好ま
しくは１００μｍ以下、より好ましくは５０μｍ以下であってよい。
【００８１】
なお上記塗膜層が本発明の粘着フィルムの実使用状態において正面となる面（施工された
状態において、通常、視認される面）を形成する場合、上記粘着フィルムの実使用状態に
おいて正面となる面を測定面として測定したＬ＊ａ＊ｂ＊座標は、通常、塗膜層を介して
観察される上記印刷層や上記フィルム基材の色を強く反映したものになる。本発明におい
ては、これをそのまま上記粘着フィルムの実使用状態において正面となる面のＬ＊ａ＊ｂ
＊座標として使用する。上記粘着フィルムの実使用状態において正面となる面を形成する
のがどのような層であっても同様である。
 
【実施例】
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【００８２】
以下、本発明を実施例により説明するが、本発明はこれらに限定されるものではない。
【００８３】
測定方法
（イ）メスキ（メスキの目立たなさ）：
１．測定サンプルの作成：
下記実施例において、粘着剤（例１の場合は、下記（α－１）である。）を用いて得た剥
離紙と粘着剤層との積層体から、該積層体のマシン方向が長さ方向となるように、長さ１
２０ｍｍ、幅５０ｍｍの長方形の小片を切り出し、該小片を、吉野石膏株式会社の石膏ボ
ード「タイガーボード（商品名）」に、株式会社サンゲツのゴム系プライマー剤「ベンリ
ダイン ＮＥＷ ＲＴ（商品名）」を、スポンジローラーを使用して塗布、乾燥し、下地処
理を行った。次に、該処理済石膏ボードの処理面の上に、上記小片の粘着剤層が上記処理
済石膏ボード側となるように重ねて押圧し、上記処理済石膏ボードに上記小片を貼合した
。次に、フィルム基材（例１の場合は、下記（β－１）である。）から、フィルム基材の
マシン方向が長さ方向となるように、長さ６０ｍｍ、幅５０ｍｍの長方形のフィルム片２
枚を切り出した。次に、上記処理済石膏ボードに貼合した上記小片から、その剥離紙を除
去し、上記フィルム片を、上記小片の粘着剤層の面の上に、上記フィルム片の短辺同志を
幅１ｍｍの隙間を設けつつ対向するように、上記フィルム片の粘着剤層形成面が粘着剤層
側となるように貼り、測定サンプルを得た。図２に測定サンプルの概念図を示す。また上
記フィルム片の短辺同志を、全く隙間を設けないように、対向するように貼ったこと以外
は、同様にして、比較サンプルを作成した。
【００８４】
２．評価試験：
照度５０ルクスの試験室において、試験に用いる側の目の矯正視力が１．０の者が、所定
の距離から、サンプルを片目で目視観察し、メスキを視認できるか否かで評価した。ここ
で「メスキを視認できる」とは、上記測定サンプル、又は上記比較サンプルを、観察者に
その何れのサンプルであるかを教えずに片目で目視観察させる操作を５回繰り返し（うち
少なくとも１回は、上記測定サンプルを観察させる。）、観察したのが何れのサンプルで
あるかを５回とも正答できたことを意味する。１回でも誤答があったときは、メスキを視
認できないと判定した。
○：距離１．２ｍの位置でも測定サンプルのメスキを視認できない。
△：距離１．２ｍの位置では測定サンプルのメスキを視認できる。しかし、距離３．５ｍ
の位置では測定サンプルのメスキを視認できない。
×：距離３．５ｍの位置でも測定サンプルのメスキを視認できる。
【００８５】
（ロ）温度５℃におけるタッキネス：
温度５℃、相対湿度５０％の環境で２４時間以上状態調節をした後、同環境下において、
株式会社東洋精機製作所のタッキネスチェッカ（型式ＨＴＣ－１）を使用し、接触子の種
類はフラット面圧子（型式ＡＬ－Ｍ１）、接触子圧着力５Ｎ、圧着時間３秒、及び繰返し
試験数５回の条件で、粘着フィルムの粘着剤層側の面のタッキネスを測定した。表に記載
した結果は、５回の試験の平均値である。
【００８６】
（ハ）温度３５℃におけるタッキネス：
温度３５℃、相対湿度５０％の環境で２４時間以上状態調節をした後、同環境下において
、上記試験（ロ）と同様に行った。
【００８７】
（ニ）粘着剤の最も低い温度側のｔａｎδのピークトップ温度：
粘着フィルムから粘着剤を掻き採り、掻き採った粘着剤１００質量部に対して、溶剤（酢
酸エチルと酢酸ブチルの２：１（体積比）混合溶剤）１５０質量部を加えて良く溶解させ
た後、乾燥後の厚みが１ｍｍになるように、平型に流し込み、静置して、室温（２３℃）
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で２４時間乾燥し、更に温度３０℃で８時間真空乾燥して１ｍｍ厚シートを作成した。次
にセイコーインスツル株式会社の動的粘弾性測定装置「ＥＸＳＴＡＲ ６１００ＤＭＳ（
商品名）」を使用し、上記で得た１ｍｍ厚シートから打抜いて得た直径５ｍｍ、厚さ１ｍ
ｍの円盤状サンプルをずりチャックの先端の両側に各１枚添えて、ずりクランプベースに
よりセットし、温度－４５℃で１０分間保持した後、昇温速度３℃／分、周波数０．１Ｈ
ｚの条件で、温度１００℃まで昇温して得た温度‐ｔａｎδ曲線における最も低い温度側
に現れるピークのピークトップ温度を計算した。
【００８８】
（ホ）低温施工性（低温施工時の経時膨れの促進試験）：
吉野石膏株式会社の１２．５ｍｍ厚の石膏ボード「タイガーボード（商品名）」に、株式
会社サンゲツのゴム系プライマー剤「ベンリダイン ＮＥＷ ＲＴ（商品名）」を、スポン
ジローラーを使用して塗布、乾燥し、下地処理を行った。次に、上記で得た処理済石膏ボ
ードと粘着フィルムを温度５℃、湿度５０％の環境下で２４時間以上状態調節した後、粘
着フィルムを処理済石膏ボードの下地処理面に、刃先１．５ｍｍ、幅１０ｃｍのスキージ
ーを使用し、１５０～２３０ｇｆの荷重をかけて粘着・圧着した。続いて、粘着フィルム
を粘着・圧着した処理済石膏ボードの粘着フィルム側の表面を、１２００Ｗの家庭用ドラ
イヤーを使用し、粘着フィルムから５ｃｍ離れた位置から、粘着フィルム表面の全体の温
度が４０℃になるまで送風・加熱した。粘着フィルムの表面を目視観察し、以下の基準で
評価した。
ランク６：膨れの発生なし
ランク５：膨れの発生は僅かである。膨れの発生した部分の面積は全体の５％未満である
。
ランク４：膨れの発生は少ない。膨れの発生した部分の面積は全体の５％以上、１５％未
満である。
ランク３：膨れの発生は多くない。膨れの発生した部分の面積は全体の１５％以上、２５
％未満である。
ランク２：膨れの発生は多い。膨れの発生した部分の面積は全体の２５％以上、４０％未
満である。
ランク１：膨れの発生は非常に多い。膨れの発生した部分の面積は全体の４０％以上であ
る。
【００８９】
（ヘ）低温粘着力：
上記試験（ホ）と同様にして得た処理済石膏ボードを試験板とし、その処理面を粘着フィ
ルム貼合面として、９０°引き剥がし粘着力を温度５℃の条件で測定したこと以外は、Ｊ
ＩＳ Ｚ０２３７：２００９の１０粘着力に準拠して測定した。
【００９０】
（ト）低温折曲施工性：
株式会社ミスミのアルミフレーム「ブラケット用アルミフレーム　厚型ブラケット用（商
品名）」と粘着フィルムを温度５℃、湿度５０％の環境下で２４時間以上状態調節した後
、粘着フィルムをアルミフレームの９０°折り曲げ部分（当該部分の曲率は０．２Ｒ）に
上記スキージー及び指を使用して粘着・圧着した際の施工性を以下の基準で評価した。
ランク５：容易に、かつ良好に粘着・圧着することができる。
ランク４：良好に粘着・圧着することができる。
ランク３：十分にしごくことにより、良好に粘着・圧着することができる。
ランク２：十分にしごいても、アルミフレームの９０°折り曲げ部分、及びその近傍に浮
きが少し残る。
ランク１：十分にしごいても、アルミフレームの９０°折り曲げ部分、及びその近傍に浮
きが残る。
【００９１】
使用した原材料
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（α）粘着剤：
（α－１）下記成分（Ａ－１）１００質量部、下記成分（Ｂ－１）１質量部、下記成分（
Ｃ－１）１．８質量部、下記成分（Ｄ－１）１０質量部、上記成分（Ｄ－２）３．４質量
部、及び下記成分（Ｄ－３）２３質量部を混合攪拌して得た黒色の粘着剤。Ｌ＊、ａ＊、
ｂ＊座標は、Ｌ＊＝４６．８０、ａ＊＝－０．３５、ｂ＊＝－０．７７。
（α－２）下記成分（Ａ－１）１００質量部、下記成分（Ｂ－１）１質量部、下記成分（
Ｃ－１）０．２質量部、下記成分（Ｄ－１）１０質量部、上記成分（Ｄ－２）３．４質量
部、及び下記成分（Ｄ－３）２３質量部を混合攪拌して得た灰色の粘着剤。Ｌ＊、ａ＊、
ｂ＊座標は、Ｌ＊＝５６．０１、ａ＊＝－０．７０、ｂ＊＝－２．２３。
（α－３）下記成分（Ａ－１）１００質量部、下記成分（Ｂ－１）１質量部、下記成分（
Ｃ－１）０．２質量部、下記成分（Ｃ－２）１．４質量部、下記成分（Ｃ－３）０．２質
量部、下記成分（Ｄ－１）１０質量部、上記成分（Ｄ－２）３．４質量部、及び下記成分
（Ｄ－３）２３質量部を混合攪拌して得た茶色の粘着剤。Ｌ＊、ａ＊、ｂ＊座標は、Ｌ＊
＝５８．８５、ａ＊＝１０．００、ｂ＊＝１３．００。
（α－４）下記成分（Ａ－１）１００質量部、下記成分（Ｂ－１）１質量部、下記成分（
Ｃ－４）０．５質量部、下記成分（Ｄ－１）１０質量部、上記成分（Ｄ－２）３．４質量
部、及び下記成分（Ｄ－３）２３質量部を混合攪拌して得た白色の粘着剤。Ｌ＊、ａ＊、
ｂ＊座標は、Ｌ＊＝９４．４５、ａ＊＝－０．０３、ｂ＊＝３．００。
（α－５）下記成分（Ａ－２）１００質量部、下記成分（Ｂ－１）１質量部、下記成分（
Ｃ－１）１．８質量部、下記成分（Ｄ－１）１０質量部、上記成分（Ｄ－２）３．４質量
部、及び下記成分（Ｄ－３）２３質量部を混合攪拌して得た黒色の粘着剤。Ｌ＊、ａ＊、
ｂ＊座標は、Ｌ＊＝４６．７１、ａ＊＝－０．３４、ｂ＊＝－０．７９。
（α－６）下記成分（Ａ－３）１００質量部、下記成分（Ｂ－１）１質量部、下記成分（
Ｃ－１）１．８質量部、下記成分（Ｄ－１）１０質量部、上記成分（Ｄ－２）３．４質量
部、及び下記成分（Ｄ－３）２３質量部を混合攪拌して得た黒色の粘着剤。Ｌ＊、ａ＊、
ｂ＊座標は、Ｌ＊＝４６．９２、ａ＊＝－０．３１、ｂ＊＝－０．７４。
（α－７）下記成分（Ａ－４）１００質量部、下記成分（Ｂ－１）１質量部、下記成分（
Ｃ－１）１．８質量部、下記成分（Ｄ－１）１０質量部、上記成分（Ｄ－２）３．４質量
部、及び下記成分（Ｄ－３）２３質量部を混合攪拌して得た黒色の粘着剤。Ｌ＊、ａ＊、
ｂ＊座標は、Ｌ＊＝４６．５９、ａ＊＝－０．３３、ｂ＊＝－０．７８。
【００９２】
上記（α－１）のＬ＊、ａ＊、ｂ＊座標は、東洋紡株式会社の厚さ２５μｍの二軸延伸ポ
リエチレンテレフタレート系樹脂フィルム「Ｅ５００１（商品名）」の片面の上に、バー
コーターを使用して、上記（α－１）を乾燥後厚みが４５μｍとなるように塗布し、乾燥
して粘着剤層を形成して得た積層体の粘着剤層側の面を測定面として、ＪＩＳ　Ｚ８７２
２：２００９に従い、コニカミノルタジャパン株式会社の分光測色計「ＣＭ６００ｄ（商
品名）」を使用し、幾何条件ｃ、鏡面反射となる成分を含む条件で、ＸＹＺ座標を測定し
、これをＬ＊ａ＊ｂ＊座標に換算することにより算出した。上記（α－２）～（α－７）
についても同様である。
【００９３】
（Ａ）アクリル系重合体：
（Ａ－１）酸価２３．３ｍｇＫＯＨ／ｇ、質量平均分子量６０万、及びガラス転移温度－
５８℃のアクリル系重合体。
（Ａ－２）酸価２３．３ｍｇＫＯＨ／ｇ、質量平均分子量８０万、及びガラス転移温度－
５８℃のアクリル系重合体。
（Ａ－３）酸価２６．８ｍｇＫＯＨ／ｇ、質量平均分子量５０万、及びガラス転移温度－
５３℃のアクリル系重合体。
（Ａ－４）酸価３０．１ｍｇＫＯＨ／ｇ、質量平均分子量４５万、及びガラス転移温度－
５６℃のアクリル系重合体。
【００９４】
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（Ｂ）東ソー株式会社のトリレンジイソシアネートのトリメチロールプロパンアダクト体
「コロネートＬ（商品名）」。
【００９５】
（Ｃ）着色剤：
（Ｃ－１）Ｔｈｅ Ｓｈｅｐｈｅｒｄ　Ｃｏｌｏｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ社の銅・クロム合金
系着色剤「ＢＬＡＣＫ３０Ｃ９６５（商品名）」。上述の方法で測定した４００メッシュ
パス分率９９質量％。
（Ｃ－２）Ｔｈｅ　Ｓｈｅｐｈｅｒｄ　Ｃｏｌｏｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ社の鉄・クロム・錫
・チタン合金系着色剤「ＢＲＯＷＮ　３０Ｃ８８８（商品名）」。上述の方法で測定した
４００メッシュパス分率９９質量％。
（Ｃ－３）Ｔｈｅ　Ｓｈｅｐｈｅｒｄ　Ｃｏｌｏｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ社のニッケル・アン
チモン・チタン合金系着色剤「ＹＥＬＬＯＷ　３０Ｃ１１９（商品名）」。上述の方法で
測定した４００メッシュパス分率９９質量％。
（Ｃ－４）二酸化チタン。上述の方法で測定した４００メッシュパス分率９６質量％。
【００９６】
（Ｄ）任意成分：
（Ｄ－１）アルベマール社の臭素系難燃剤「ＳＡＹＴＥＸ８０１０（商品名）」。
（Ｄ－２）日本精鉱株式会社の三酸化二アンチモン「ＰＡＴＯＸ－Ｍ（商品名）」。
（Ｄ－３）メチルエチルケトン。
【００９７】
（β）フィルム基材：
（β－１）リケンテクノス株式会社の黒色のポリ塩化ビニル系樹脂フィルム「ＴＡ８３４
０（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ＊座標は、Ｌ＊＝２
５．８１、ａ＊＝－０．１３、ｂ＊＝－１．０９。
（β－２）リケンテクノス株式会社の焦げ茶色のポリ塩化ビニル系樹脂フィルム「ＴＡ８
３１４（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ＊座標は、Ｌ＊
＝３２．９７、ａ＊＝３．５５、ｂ＊＝７．０３。
（β－３）リケンテクノス株式会社の焦げ茶色を基調とする板目柄のポリ塩化ビニル系樹
脂フィルム「ＴＣ８１１６（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊
、ｂ＊座標は、Ｌ＊＝３４．６２、ａ＊＝５．１６、ｂ＊＝６．８６。
（β－４）リケンテクノス株式会社の茶色を基調とする柾目柄のポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルム「ＴＣ８２２４（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ
＊座標は、Ｌ＊＝４８．１１、ａ＊＝１４．５７、ｂ＊＝２４．２１。
（β－５）リケンテクノス株式会社の灰茶色を基調とする板目柄のポリ塩化ビニル系樹脂
フィルム「ＴＣ８１１５（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、
ｂ＊座標は、Ｌ＊＝５０．１５、ａ＊＝５．９２、ｂ＊＝１４．２３。
（β－６）リケンテクノス株式会社の茶色を基調とする柾目柄のポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルム「ＴＣ８２２５（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ
＊座標は、Ｌ＊＝５０．５２、ａ＊＝１８．７０、ｂ＊＝２５．５２。
（β－７）リケンテクノス株式会社の茶色を基調とする柾目柄のポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルム「ＴＣ８２２３（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ
＊座標は、Ｌ＊＝５４．００、ａ＊＝１７．７７、ｂ＊＝２７．８７。
（β－８）リケンテクノス株式会社の茶色のポリ塩化ビニル系樹脂フィルム「ＴＡ８３１
３（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ＊座標は、Ｌ＊＝５
６．３６、ａ＊＝４．６３。ｂ＊＝１０．２３。
（β－９）リケンテクノス株式会社の茶色を基調とする板目柄のポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルム「ＴＣ８１１４（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ
＊座標は、Ｌ＊＝５８．７２、ａ＊＝８．０６、ｂ＊＝１９．３２。
（β－１０）リケンテクノス株式会社の茶色を基調とする柾目柄のポリ塩化ビニル系樹脂
フィルム「ＴＣ８２２２（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、
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ｂ＊座標は、Ｌ＊＝５９．７１、ａ＊＝１３．７３、ｂ＊＝２４．６０。
（β－１１）リケンテクノス株式会社の黄茶色を基調とする柾目柄のポリ塩化ビニル系樹
脂フィルム「ＴＣ８２２１（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊
、ｂ＊座標は、Ｌ＊＝６１．５６、ａ＊＝１７．９３、ｂ＊＝３０．８８。
（β－１２）リケンテクノス株式会社の黄茶色を基調とする柾目柄のポリ塩化ビニル系樹
脂フィルム「ＴＣ８２２０（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊
、ｂ＊座標は、Ｌ＊＝６８．１１、ａ＊＝１３．６９、ｂ＊＝３０．２９。
（β－１３）リケンテクノス株式会社の黄茶色を基調とする柾目柄のポリ塩化ビニル系樹
脂フィルム「ＴＣ８２１９（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊
、ｂ＊座標は、Ｌ＊＝７８．３２、ａ＊＝６．３５、ｂ＊＝１９．７７。
（β－１４）リケンテクノス株式会社の黄土色のポリ塩化ビニル系樹脂フィルム「ＴＡ８
３３６（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ＊座標は、Ｌ＊
＝８３．０１、ａ＊＝－０．２５、ｂ＊＝１．６６。
（β－１５）リケンテクノス株式会社の灰色を基調とする板目柄のポリ塩化ビニル系樹脂
フィルム「ＴＣ８１１３（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、
ｂ＊座標は、Ｌ＊＝８３．７７、ａ＊＝１．７０、ｂ＊＝１１．３０。
（β－１６）リケンテクノス株式会社の灰色を基調とする柾目柄のポリ塩化ビニル系樹脂
フィルム「ＴＣ８２１８（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、
ｂ＊座標は、Ｌ＊＝８３．９４、ａ＊＝１．４５、ｂ＊＝７．３６。
（β－１７）リケンテクノス株式会社の白色のポリ塩化ビニル系樹脂フィルム「ＴＣ８３
３２（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ＊座標は、Ｌ＊＝
９６．２８、ａ＊＝－１．０７、ｂ＊＝２．６８。
（β－１８）リケンテクノス株式会社のクリーム色のポリ塩化ビニル系樹脂フィルム「Ｔ
Ａ４７５３（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ＊座標は、
Ｌ＊＝９２．８１、ａ＊＝０．６７、ｂ＊＝１５．２１。
（β－１９）リケンテクノス株式会社のピンク色のポリ塩化ビニル系樹脂フィルム「ＴＡ
４７８０（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ＊座標は、Ｌ
＊＝９２．２１、ａ＊＝４．４１、ｂ＊＝０．２３。
（β－２０）リケンテクノス株式会社の青味の白色のポリ塩化ビニル系樹脂フィルム「Ｔ
Ａ４７７１（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ＊座標は、
Ｌ＊＝９２．４８、ａ＊＝－４．６９、ｂ＊＝－１．９５。
（β－２１）リケンテクノス株式会社の生成りの白色のポリ塩化ビニル系樹脂フィルム「
ＴＡ４７６２（商品名）」。実使用状態において正面となる面のＬ＊、ａ＊、ｂ＊座標は
、Ｌ＊＝９２．４６、ａ＊＝－３．５５、ｂ＊＝７．６８。
【００９８】
なお上記フィルム基材のうち、実使用状態において正面となる面に柄（模様）を有するも
の（上記（β－３）～（β－７）、（β－９）～（β－１３）、（β－１５）、（β－１
６））については、マシン方向１００ｃｍ、横方向５０ｃｍの大きさに切り出したサンプ
ルを、１辺１０ｃｍの正方形の測定片５０枚に分割し、各測定片について無作為に決定し
た１箇所のＬ＊ａ＊ｂ＊座標を測定して、平均値を算出した。
【００９９】
例１
ロールコーターを使用し、剥離紙の剥離面の上に、上記粘着剤（α－１）を乾燥後の厚み
が４５μｍとなるように塗布し、乾燥炉で乾燥し、粘着剤層を形成した。なお得られた剥
離紙と粘着剤層との積層体は上記試験（イ）メスキの試験にも用いた。続いて図３に概念
図を示す装置を使用し、上記で得た剥離紙と粘着剤層との積層体４と上記ポリ塩化ビニル
系樹脂フィルム（β－１）５を、積層体４の粘着剤層が上記ポリ塩化ビニル系樹脂フィル
ム（β－１）５側となるように、積層体４が金属ラミネートロール６側となるようにして
、温度３０℃に予熱された回転する金属ラミネートロール６と回転する圧着ロール７によ
り重ねて、押圧し、粘着フィルム８を得た。上記試験（イ）を行った。結果を表１に示す
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【０１００】
例２～１７
ポリ塩化ビニル系樹脂フィルムとして上記（β－１）の替わりに表１又は表２に示すもの
を用いたこと以外は例１と同様に行った。結果を表１又は表２に示す。
【０１０１】
例１８～３４
粘着剤として上記（α－１）の替わりに上記（α－２）を用い、ポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルムとして上記（β－１）の替わりに表２又は３に示すものを用いたこと以外は例１と
同様に行った。結果を表２又は表３に示す。
【０１０２】
例３５～５０
粘着剤として上記（α－１）の替わりに上記（α－３）を用い、ポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルムとして上記（β－１）の替わりに表３又は表４に示すものを用いたこと以外は例１
と同様に行った。結果を表３又は表４に示す。
【０１０３】
例５１～７１
粘着剤として上記（α－１）の替わりに上記（α－４）を用い、ポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルムとして上記（β－１）の替わりに表４又は表５に示すものを用いたこと以外は例１
と同様に行った。結果を表４又は表５に示す。
【０１０４】
例７２
粘着剤として上記（α－１）の替わりに上記（α－３）を用い、ポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルムとして上記（β－１）の替わりに上記（β－１２）を用いたこと以外は例１と同様
にして粘着フィルムを得た。上記試験（イ）～（ト）を行った。結果を表６に示す。
【０１０５】
例７３
粘着剤として上記（α－１）の替わりに上記（α－５）を用い、ポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルムとして上記（β－１）の替わりに上記（β－８）を用いたこと以外は例１と同様に
して粘着フィルムを得た。上記試験（イ）～（ト）を行った。結果を表６に示す。
【０１０６】
例７４
粘着剤として上記（α－１）の替わりに上記（α－６）を用い、ポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルムとして上記（β－１）の替わりに上記（β－８）を用いたこと以外は例１と同様に
して粘着フィルムを得た。上記試験（イ）～（ト）を行った。結果を表６に示す。
【０１０７】
例７５
粘着剤として上記（α－１）の替わりに上記（α－７）を用い、ポリ塩化ビニル系樹脂フ
ィルムとして上記（β－１）の替わりに上記（β－８）を用いたこと以外は例１と同様に
して粘着フィルムを得た。上記試験（イ）～（ト）を行った。結果を表６に示す。
【０１０８】
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【表１】

【０１０９】
【表２】

【０１１０】
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【表３】

【０１１１】
【表４】

【０１１２】
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【表５】

【０１１３】
【表６】

【０１１４】
本発明の粘着フィルムは、仮にメスキが生じたとしても、それが目立たない。本発明の好
ましい粘着フィルムは、粘着力、耐剥れ性、耐めくれ性、及び折曲施工性に優れ、冬の寒
い時期、及び夏の暑い時期の何れの時期においても良好な施工性を有し、仮にメスキが生
じたとしても、それが目立たない。
 
【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１】メスキの目立たなさの支配因子を考察するために作成したグラフである。
【図２】メスキ試験のサンプルの概念図である。
【図３】実施例において粘着フィルムの製造に使用した装置の概念図である。
【符号の説明】
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【０１１６】
１：石膏ボードの処理面
２：粘着剤
３：粘着フィルムの実使用状態において正面となる面
４：剥離紙と粘着剤層との積層体
５：ポリ塩化ビニル系樹脂フィルム
６：金属ラミネートロール
７：圧着ロール
８：粘着フィルム

 

【図１】

【図２】

【図３】
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